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○池田みなみ, 池沢萌, 染野紗弥加, 久保田

亮

2025.8

2025.8

ANALYSIS OF CIRCADIAN VARIATION

IN SUGAR CHAINS BOUND TO

SALIVARY α-AMYLASE

共同

スマートフォンアプリを用いたストレス

測定と唾液アミラーゼ活性との比較
共同

26th IFCC-EFLM

EUROMEDLAB Congress

of Clinical Chemistry and

Laboratory Medicine,

Brussels

○Mio Yoshida, Akari Kondo, Sayaka

Someno, Ryo Kubota

第19回日本臨床検査学教育

学会学術大会, 岡山

○比嘉莉乃, 伊藤妃那, 速山太良, 吉田実

央, 久保田亮

2025.5

2025.8

研究分野 公衆衛生学、生物分析化学、機能性食品学

学位 博士（保健学）

学歴 1997年共立薬科大学(現 慶應義塾大学)薬学部、2001年東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

単・共 査読 著者、編者名

氏名 久保田　亮 部署 健康開発学科 職名 准教授

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 2012年埼玉県立大学保健医療福祉学部講師、2018年埼玉県立大学保健医療福祉学部准教授

所属学会（役職）

日本電気泳動学会（理事・評議員）、生物試料分析科学会（評議員）、埼玉県臨床検査技師会（常務理事・学術部

長・編集委員長）、日本臨床検査学教育協議会、日本臨床検査医学会、日本臨床衛生検査技師会、日本臨床検査同学

院、日本臨床化学会、日本医療検査科学会、日本食品科学工学会

１．研究業績

（１）著作

発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（２）論文

論文の名称

ANALYSIS OF TRANSTHYRETIN

ISOFORMS USING ELECTROPHORETIC

METHODS

共同

26th IFCC-EFLM

EUROMEDLAB Congress

of Clinical Chemistry and

Laboratory Medicine,

Brussels

○Akari Kondo, Sayaka Someno, Mio

Yoshida, Ryo Kubota
2025.5

ZYMOGRAPHY METHOD SUITABLE

FOR ANALYSIS OF URINARY

PROTEASE ACTIVITY

共同

26th IFCC-EFLM

EUROMEDLAB Congress

of Clinical Chemistry and

Laboratory Medicine,

Brussels

○Sayaka Someno, Mio Yoshida, Akari

Kondo, Ryo Kubota
2025.5

該当なし

ストレス測定における唾液α-アミラーゼ

活性の測定法の検討
共同

第19回日本臨床検査学教育

学会学術大会, 岡山

○伊藤妃那, 比嘉莉乃, 速山太良, 吉田実

央, 久保田亮

日間差・日内変動における唾液α-アミ

ラーゼの糖鎖の解析
共同

第19回日本臨床検査学教育

学会学術大会, 岡山

○速山太良, 伊藤妃那, 比嘉莉乃, 吉田実

央, 久保田亮

2025.8

2025.8

アルブミンザイモグラフィー法における

基質蛋白質の架橋剤の検討

尿中プロテアーゼ解析のためのアルブミ

ンザイモグラフィー法の検討

共同

共同

第19回日本臨床検査学教育

学会学術大会, 岡山

第19回日本臨床検査学教育

学会学術大会, 岡山

○池沢萌, 池田みなみ, 染野紗弥加, 久保田

亮
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（４）その他

第19回日本臨床検査学教育

学会学術大会, 岡山

○吉田実央, 近藤あかり, 染野紗弥加, 久保

田亮

埼玉県立大学 保健医療福祉

科学学会 第16回学術集会

○伊藤妃那，比嘉莉乃，吉田実央，久保

田亮

共同

共同

2025.8

2025.11

アルブミンザイモグラフィー法を使用し

た健常者の尿中プロテアーゼ検出
共同

第19回日本臨床検査学教育

学会学術大会, 岡山

○染野紗弥加, 吉田実央, 近藤あかり, 久保

田亮
2025.8

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

健康食品総論 〇 8

11月に実施される健康食品管理士認定試験の認定取得に向けた学生支

援を行うとともに、現在の健康食品の状況、健康食品に関する法律な

ど、社会に出て役立つ知識を講義した。

医学概論・関係法規

臨床栄養学 〇

〇

2

8

初回の講義を担当し、臨床栄養学を学ぶ意義を講義した。また食事・

栄養と医薬品の相互作用について講義した。

就職してから関係する「臨床検査技師等に関する法律」について講義し

た。また医療関連法規分野において臨床検査技師として関係のある法律

について講義した。

環境保健学 〇

生体情報評価学 〇 3
大学院博士前期課程の検査領域の科目であり、専門領域である公衆衛

生・情報科学分野について講義を行った。

疾病と健康食品 〇 8

11月に実施される健康食品管理士認定試験の認定取得に向けた学生支

援を行うとともに、栄養素の代謝、医薬品と健康食品の関わりなど、

社会に出て役立つ知識を講義した。

唾液α-アミラーゼに結合している糖鎖の

日内変動の解析
共同

埼玉県立大学 保健医療福祉

科学学会 第16回学術集会

○吉田実央, 近藤あかり, 染野紗弥加, 久保

田亮
2025.11

尿中プロテアーゼ活性の解析に適したザ

イモグラフィー法の検討

ストレス負荷及び緩和による唾液α-アミ

ラーゼに結合している糖鎖変化の解析

病態生理学 3
臨床検査技師学校養成所カリキュラムで必要な臨床薬理学の内容につい

て本科目内で講義した。

共同
埼玉県立大学 保健医療福祉

科学学会 第16回学術集会

○染野紗弥加, 吉田実央, 近藤あかり, 久保

田亮
2025.11

スマートフォンアプリを用いたストレス

測定の基礎的検討
共同

埼玉県立大学 保健医療福祉

科学学会 第16回学術集会

○比嘉莉乃，伊藤妃那，吉田実央，久保

田亮
2025.11

15

臨床検査技師国家試験問題のうち公衆衛生分野に関係のある問題を示

しながら進めた。教科書には反映されていない最新の法律改正の内容や

最新のデータに基づく内容を含め講義を行った。

情報科学概論 〇 8

臨床検査技師国家試験問題のうち情報科学分野に関係のある問題を示

しながら進めた。特に医療分野に用いる情報科学の基礎について講義

した。

唾液アミラーゼ活性によるストレス測定

法の基礎的検討
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臨床検査に関わる実習のうち、生化学に関わる実験を行った。特に身

近な糖質、アミノ酸、タンパク質に関わる実験を行い、科学実験の基

礎を実習形式で体験させた。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

生物化学分析学実習 〇 23

化学分析の基礎的手技を習得させるとともに、生化学講義で学んできた

ことを実習で体験させた。今後行う実習につながるように臨床化学の

基礎についても実習で体験させた。

臨床検査技能実習 10
輸血検査・血液検査の実習試験の評価を行った。また臨地実習に行く

前に必要なマイクロピペットの操作について教授し実技試験を行った。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

臨床検査総合演習 〇 2
臨床検査の各専門分野のうち、国家試験出題科目である生化学と公衆

衛生学について、まとめと総括を行った。

臨床検査基礎演習 6

卒業論文 2025.4～2025.12 主指導 5名 副指導 名

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

非常勤講師対応（医動物学実習、健診検

査、臨床栄養学）
2025.4～2026.1

非常勤講師が授業を進めやすいようにテキスト作成の補佐、講義の準

備、実習事後指導等の補佐を行い、時間割、シラバス等の次年度の打

ち合わせを実施した。

修士論文 2025.4～2026.3 主指導（指導教員） 5名 副指導（指導補助教員） 0名

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

臨地実習病院担当 2025.9～2026.3

松戸市立総合医療センターの施設担当として、12月から2名の学生を担

当。また済生会川口総合病院の施設担当として、12月から3名の学生を

担当した。それぞれの施設との連絡・調整や学生指導を行った。

2025年度オープンカレッジ講座 埼玉県立大学 市販薬と健康食品の正しい知識を学ぶ③

2025年度オープンカレッジ講座 埼玉県立大学 市販薬と健康食品の正しい知識を学ぶ① 2025年10月

2025年度オープンカレッジ講座 埼玉県立大学 市販薬と健康食品の正しい知識を学ぶ② 2025年11月

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

公益社団法人日本臨床検査同学院 二級臨床検査士試験実行委員　副主任 2013.4～

公益社団法人日本臨床検査同学院 緊急臨床検査士試験実行委員 2015.4～

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

常務理事　学術部長　編集委員長 2024.6～2026.6

日本電気泳動学会 評議員 2012.4～

生物試料分析科学会 評議員 2015.2～

2023.6～

公益社団法人全国労働衛生団体連合会 総合精度管理委員会　委員 2018.7～

公益社団法人埼玉県臨床検査技師会

該当なし

日本臨床化学会 血漿蛋白専門委員会委員

日本電気泳動学会 理事 2024.4～

2025年12月
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1 該当なし

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

該当なし

８．特記事項

大学広報活動 オープンキャンパス時の模擬実習による大学広報 2025.4～2026.3

学生支援 4年次学生担任、専攻内就職担当、国試担当 2025.4～2026.3

５．学内運営

項目 内容 期間

地域貢献活動 越谷市 令和７年度越谷市生涯学習フェスティバル　体験コーナー講師 2026.2.22

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間


